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各稗の現況と展望
ピー科からプー科へ
心療内科・精神科医長　　野口　剛志
　平成20年をもちまして，「神経精神科」改め
「心療内科・精神科」となりました．どうして変
わることになったかといいますと，簡単にいいま
すと「神経」という言葉がよろしくないというの
が主な理由のようです．
　確かに「神経」という言葉はよくわかりません．
「神経が切断された」「神経が細かい」「神経が疲
れている」など，いろいろな使われ方がされる言
葉です．私もそれに便乗して「ああ，その症状は
“神経’のほうからきてるかもしれませんね」な
どといってなんとなくごまかして納得してもらう
こともあるのですが，今後はそういう適当なごま
かしをしてはいけないということになったようで
す．
　「精神科」という言葉を取っ払って，思い切っ
て「メンタルヘルス科」にしようかとも考えまし
た．いろいろな理由があるのですが，その一つに，
もう　「ピー科」と呼ばれなくてもすむかもしれな
い，というのもありました．しかしなぜ「精神科」
は「ピー科」なんでしょう．ウロ科はUroの3
文字，ギネ科においてはなんとGyneの4文字
も読んでもらってるのに，ピー科にいたっては，
Pの！文字しか読んでくれてない．U（ユー）科
とかG（ジー）科とはいわないのに不公平ではな
いか．せめて3文字読んでPSY（プシ）科にし
てはどうでしょう．
　ちなみに，「パピプペポ」という言葉の響きか
ら連想するものといえば，「ピーチクパーチク」「林
家ペーとパー子」「パッパラパー」「おならプー」
「プップのプー」，英語ではおしっこのことを
「ピー」というそうです．
　もちろん，精神科がP科（ピー科）というのは
知ってました．しかしそれは看護婦さんが夜勤の
時に休憩室で使う言葉だと思っていました．私も
いろいろな地域に行きましたが，私の知る限りで
は名寄ほど「ピー科」が浸透している地域はちょ
っとなかったです．
　例えば，私が名寄に赴任してすぐ，ある病棟に
往診にいった時，「ピー科の先生ですか？」と聞
かれました．
　また，赴任してすぐ、ある男性との会話では，
男性「何科の先生ですか？」
私「あ，精神科です」
男性「ああ，ピー科ですかあ」
私「はあ…　」
というのもありました．
　言葉というのは以外に大事です．近年，「精神
分裂病」が「統合失調症」にかわり「痴呆」は
「認知症」に変わりました．偏見とかスティグマ
とかそんな難しいことをいうつもりはありません．
ピー科でもプー科でもいいのですが，ただ「P科
の患者さん」という使われ方をするとき，そこに
個性が無視されているように感じるのは私だけで
しょうか．「心療内科・精神科」に名前が変わって，
ピー科からプー科にかわるようなものかもしれま
せんが，今後何かが変わっていくかどうか、少し
見守ってゆきたいと思います．
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